
 ７月からフッ化物洗口が再開されます。 

               先週は、再開に向けて、洗口液ではな 

く、水を使って、学年ごとにそのやり方 

を確認する時間をとりました。 

 実際に行ってみて、やめたくなった場 

合や、みんながやっているのを見てやり 

たくなった場合については、学校までご連絡ください。 
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帯広市立豊成小学校 学校便り 
○たくましく元気な子ども 

○よく考え進んで学ぶ子ども 

○明るく心豊かな子ども 

○  

 ６月中旬から３０度を超えるような暑い日が続いています。 

 今年度から各教室については、エアコンが設置されました 

ので、一定の室温の中で学習を進めることができています。 

 一方、外での活動につきましては、危険も伴いますので、 

学校では、児童に水分補給や休憩をこまめに取らせるだけで 

なく、暑さ指数によっては、外での活動を中止したり、暑く 

なる時間帯に予定していた体育を朝のうちに済ませたりするなど、対策をとりながら教育活動を進めています。 

 下校後につきましても、暑い日は、外での遊びを控えたり、つらくなる前に帰宅するようにしたりするなど、

安全に行動する判断ができるようになるとよいと感じています。 

 今や、仕事でも家庭でも、社会のあらゆる場所で、ICT の活用 

が日常的なものとなっています。Society5.0 時代を生きる子ども 

たちは、さらに ICT 機器の活用はマストアイテムとなると想像で 

きます。 

 そんな中、学校では、これまで通り紙に鉛筆や筆等を活用し実 

際に書く活動も大切にしなからもタブレット端末等 ICT 機器を活 

用して進める活動も積極的に行うことが、子どもたちにこれから 

の社会を生き抜く力を育み、可能性を広げる上で重要であると感 

じています。 

 そこで、６月２４日、１年生についても、外部講師をお招きし、タブレット端末の活用の基礎を指導いただき

ました。私などは、タブレットを我流で使っているのですが、指使い等、正しい使い方を最初に知ることができ

たのは、今後、活用していく上で大きな成果であったと感じました。 



 ６月１９日、中休みの時間を使って、ゾロリクラブの皆さ 
んが、パネルシアターを行ってくださいました。 
                    写真のように、 
                   時間になると、次 

々と子どもたちが 
集まりだし、会場 
はいっぱいになり 
ました。「はらぺこあおむし」を披露してくださったのですが、 
会場は大盛り上がりでした。 
次回も楽しみにしています。        

 ６月１７日(火)「食育推進サポーター事業」として、 

JA 川西青年部の方々がお越しくださり、十勝・帯広の農 

業や酪農、食育について指導いただきました。 

                    講義だけでな 

く、実際にトラ 

クターに乗せてくれた 

り、模擬搾乳体験をさ 

せてくれたりと、あっ 

と言う間の２時間でし 

た。また、仕事に対する

やりがいやなぜ自分は農業を目指したのか等、キャリア教育につな

がる視点からもお話しいただき、大変貴重な時間となりました。 

このコーナーは、私に報告があったもののみ掲載しています。 
運動面、文化面は問いませんので遠慮せずに頑張ったことがあれば報告に

来てください。 

さん、  さん、  さん、  さんが陸上で、  さん、  さん、  さん、  さんがサッカーで、それぞれ活躍した

報告に校長室に来てくれました。 

パネルシアター今回も大変盛り上がりました! 

 ６月２０日(金)、ほのぼの学級では、夏の校外学習として動物園

へ行ってきました。園内を散策したり、小動物と触れ合ったりと学

校ではできない活動を行うことができました。 

 少々気温が高くなり、お弁当は学校に戻ってきて食べることに

しましたが、楽しく思い出に残る一日となりました。 


